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第 8 章 　 Export Files プロセス

8.1 概要
　 [Export Files] プロセスには、 デバイ ス書き込み用のビ ッ ト ス ト リ ーム ・ フ ァ イル生成および二つのサブプ 
ロセスがあ り ます。

Bitstream File

FPGA 内のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン SRAM や外付け SPI フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ーにコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・
データ を書 く 際に使用する ビ ッ ト フ ァ イル （*.bit） です。 Nexus シ リ ーズ FPGA では、 同時に ”*.fea”
と い う フ ァ イルも生成されます。 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連ピン （JTAG/PROGRAMN/DONE/INIT） の
グ ローバル設定などをフ ィ ーチャー行 （Feature Row） に保持し ます。 デバイ ス制約エデ ィ ター （DCE） 
などでデフ ォル ト から変更し た場合、 *.fea もプロ グ ラ ムする こ と が必要です。 ただし、 フ ィ ーチャー
行は OTP 構造のため、 その場合は十二分の考慮が必要です （第 13.4 節参照）。

IBIS Model

イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに使用されている I/O タ イプに該当する IBIS モデルのみを抽出し て .ibs フ ァ
イル と し て生成し ます。”IBIS” と い う 名称のサブフ ォルダーがイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダー下
に生成され、 その中に出力されます。 イ ン ス ト ールされるデバイ ス ・ フ ァ ミ リ ー毎の IBIS フ ァ イルサ
イ ズは非常に大きいですが、 こ こで出力される フ ァ イルは非常に小さ く な り ます。

Gate-Level Simulation File

ゲー ト レベル ・ シ ミ ュ レーシ ョ ン用にネ ッ ト リ ス ト を Verilog HDL 書式に変換し て出力し ます。 拡張 
子は .vo です。 同時に遅延フ ァ イル （xxx_vo.sdf） も生成されます。

　 ビ ッ ト ス ト リ ーム ・ フ ァ イル生成以外は、 ”Task Detail View” ア イ コ ンを ク リ ッ クする と現れる ビ ュー内で  
（図 8-1） 、 該当するサブプロセス行頭のボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し て有効化し てから本プロセス を実行するか、 
または本プロセス実行後にこれらのサブプロセスのみをダブルク リ ッ ク し て実行し ます。

　 なお、 PAR 実行後にタ イ ミ ング違反が残っている場合は、 デフ ォル ト のス ト ラ テジー設定ではウ ォーニン
グ ・ メ ッ セージでその旨を通知し ますので、 適宜対処する よ う にし ます。

図 8-1. サブプロセスの実行
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り ますが、 必ずし も網羅的あ るいは最新でない可能性や、 オ リ ジナル英語版オン ラ イ ンヘルプや各種ド キ ュ メ ン ト と不一致があ る可能性があ り 得ます。 疑義が生じ
た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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8.2 ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン設定

8.2.1 ス ト ラ テジー設定ウ ィ ン ド ウの起動

　 Radiant GUI の ”File List” ビ ュー最上部は、 ス ト ラ テジーの一覧が表示されています。 太字で表示されてい  
る も のが、 当該イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに有効になっています。 ス ト ラ テジー名をダブルク リ ッ クする と、
ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン設定ウ ィ ン ド ウが開き ます （図 8-2）。

　 左側のプロセス リ ス ト から [Bitstream] を選択する と、 右側にオプシ ョ ン一式が表示されます。

図 8-2. Export Files プロセスのス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン

8.2.2 Export Files プロセスのス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン項目

　 以下に各ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ンについて記述し ます。 詳細についてはオン ラ イ ンヘルプで [Reference
Guides] → [Strategy Reference Guide] → [Bitstream Options] を選択する と、 ご参照いただけます。

Command Line Options

パラ メ ータ : 文字列 デフ ォル ト  : ブラ ン ク

規定のオプシ ョ ン以外を使用する場合に、 直接引数等を記述し ます。

Enable Early IO Wakeup (LFCPNX, LFD2NX, LIFCL, UT24C, UT24CP)

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

Enable Timing Check

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

Export Files 実行時にタ イ ミ ング ・ チェ ッ ク を行 う かど う かを設定し ます。 デフ ォル ト はチェ ッ ク し、 
エラーがあ る場合はその旨を小ウ ィ ン ド ウで通知し ます。 [False] にする と チェ ッ クは行いません。

IP Evaluation (LFCPNX, LFD2NX, LIFCL, UT24C, UT24CP)

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

デフ ォル ト ではイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに何らかの IP が実装されている場合に、 ラ イセン スがない
と エラーで処理を停止し ます。[True] にする と、IP ラ イセン ス を入手前などの機能評価目的のため、時
限付きのビ ッ ト ス ト リ ーム ・ フ ァ イルを生成し ます。

なお、 この場合セキ ュ リ テ ィ ー設定ツールでの設定有無に関わらず、 ビ ッ ト ス ト リ ーム ・ フ ァ イルは
暗号化されます。
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Output Format

パラ メ ータ : Bit File （Binary） / Raw Bit File （ASCII） デフ ォル ト  : Bit File （Binary）

ビ ッ ト フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 設定で、 [Bit File （Binary） ] はバイナ リ 形式のフ ァ イル （*.bit） が、 
[Raw Bit File （ASCII） ] はテキス ト 形式のフ ァ イル （*.rbt） が生成されます。 どち ら もプロ グ ラマーで  
の書き込みに使用でき ます。

Register Initialization (LFCPNX, LFD2NX, LIFCL, UT24C, UT24CP)

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

ビ ッ ト ス ト リ ームのレジス ター初期化セ ク シ ョ ンを イネーブルし ます。

Run DRC

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

デフ ォル ト ではデバイ ス動作が不適正と判断されるエラーの有無をチェ ッ ク し ます。

8.3 Export Files プロセス ・ レポー ト
　 [Export Files] プロセス を実行する と、 レポー ト ・ ビ ューに結果がレポー ト されます。 GUI 上部の [Reports] 
タ ブを ク リ ッ ク し、 ウ ィ ン ド ウ左側のセ ク シ ョ ンで [Export Reports] を ク リ ッ ク する と、 サブ項目 と し て 
[Bitstream] と [IBIS Model] の二つがあ り ます。 プロセス ・ レポー ト は前者であ り 、 主にコ ンフ ィ グレーシ ョ 
ン関連の属性のサマ リ ー （Preference Summary） がレポー ト されます。

図 8-3. Export Files のプロセス ・ レポー ト （一部）

　 [IBIS Model] レポー ト はデフ ォル ト では 印になっていて、 有効なレポー ト が閲覧でき る状態ではあ り

ません。 サブプロセス を実行する と閲覧でき る よ う にな り ます。

--- *** ---
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